


高速・大容量ネットワーク

・サイエンス分野での計算科学、データ処理、企業での研究開発を主な対象に

分散した計算資源、データ等を意識せずに利用出来る環境です。

・ネットワークに繋がった計算資源等の能力をまとめて利用出来る環境です。

１つの計算資源

１つのデータ

グリッドでまとめ
利用者から見ると

NAREGIグリッドミドルウェア

・大規模なシミュレーション
・異なる計算資源を連携させた計算処理
・分散したデータの纏まった取り扱い

計算資源

実験設備

データ



高速・大容量ネットワーク

GridVM

分散情報サービス（IS)

スーパースケジューラ（SS)

アイコンを使って
計算処理内容を指定

各計算資源の情報を把握

GridVM

GridVM
１）アイコンによる計算処理内容

からユーザの指示を解読

２）分散情報サービスの情報

ユーザの指示を基に資源

を選択し、予約

３）計算処理を選択した資源に指示

各計算資源とSS、ISとの

情報のやり取りの仲介

GridMPIで相互に

通信し、連携

ワークフローGUI



処理フロー
NAREGIグリッドミドルウェアの構成

・NAREGIグリッドミドルウェアはGGF
（Global Grid Forum）など国際標準に

合わせて作られています。

・各コンポーネント単位で相互に利用、

連携できます。



・グリッド上ではユーザの認証設定により実組織とは異なる研究コミュニティー

が容易に作れます。

・このコミュニティーを仮想組織（Virtual Organization ）通称VO と呼びます。

・このコミュニティーでは計算資源、データ、プログラム等を共有できます。

A 大学

B 研究所

C 大学

E 研究所

D 大学

VO2とVO3で
共有する資源

VO1とVO2に
所属する利用者

VO2のみに

所属する利用者

VO1のみで

占有する資源

VO1

VO3VO2

実組織

スーパーSINET

A 大学

B 研究所

C 大学

E 研究所

D 大学

VO2とVO3で
共有する資源

VO1とVO2に
所属する利用者

VO2のみに

所属する利用者

VO1のみで

占有する資源

VO1

VO3VO2

実組織

スーパーSINET



電子構造解析

溶媒分布解析

溶液中の電子構造

A大学では真空中

 でのたんぱく質の

 電子構造を解析

 するプログラム
を研究

B研究所では溶媒

 分布を解析するプ

 ログラムを研究

課 題
１）実用的なシミュレーションでは溶液中

のたんぱく質の挙動が重要
２）研究中のプログラムの計算機環境を

移す事は多大の労力が必要

グリッドにより計算機環境
を変えずに容易に連携

効 果
１）VOにより研究チーム間の連携が

容易になり、研究の高度化が促進



高速・大容量ネットワーク

GridVM

分散情報サービス（IS)

スーパースケジューラ（SS)

GridVM

GridVM

(1)ワークフローの確認

(2)ジョブ投入

（３）実行経過



CPU: Dual Xeon 2.8GHz (Memory 1GBytes) x 8
OS: RedHat Linux 9 (kernel 2.4.21 SMP)
Host: png1043.naregi.org

CPU: IBM Power4 1.3GHz (32 way SMP)
OS: AIX Version 5.2.0.75
Host: sig0001.naregi.org

CPU: Dual Xeon 3.4GHz (Memory 2GBytes) x 5
OS: RedHat Linux 9 (kernel 2.4.21 SMP)
Host: demo1.cc.titech.ac.jp

CPU: Dual Xeon 3.0GHz (Memory 2GBytes) x 4
OS: RedHat Linux 9 (kernel 2.4.21 SMP)
Host: nrgb01.cc.kyushu-u.ac.jp

九州大学 情報基盤センター

東京工業大学 学術国際情報センター

国立情報学研究所



たんぱく質をたんぱく質を

フラグメントフラグメント

に分けに分け分散分散計算計算

溶媒の溶媒の並列並列計算計算

フラグメント対フラグメント対

分散分散計算計算

初期電荷密度初期電荷密度

のの分散分散計算計算



初期電荷密度分散計算

フラグメント分散計算

溶媒並列計算

繰返しループ

フラグメント対分散計算

国立情報学研究所

 

AIX機で実行

国立情報学研究所

 

Linux機で実行

九州大学

 

Linux機で実行

東京工業大学

 

Linux機で実行





A 大学

B 研究所

C 大学

E 研究所

D 大学

VO1 VO3VO2

実組織

スーパーSINET

NAREGIグリッドミドルウェア

認証システム

VO：

 

Virtual organization
(仮想組織)

サイバー・サイエンス・インフラストラクチャー（CSI）



プロジェクト対応
VO

大学・大学共同

 利用機関VO

階層的な仮想組織（ＶＯ）群

各VOは最先端・高性能汎用スパコンを共有して利用し、常に最高の性能

 で利用する環境を構築する。

基盤ミドルウェア（グリッド、認証基盤等）

分野別 VO

分野別 VO
ナノテクノロジー研究

分野別

 

VO
ライフサイエンス研究

ナショナルリーダシップ
最先端・高性能汎用スパコン

次世代スパコンシステム向けミドルウェアとしてのグリッド
（最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用プロジェクト）



2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

グリッドミドル
要素技術の
プロトタイプ

グリッド統合
ミドルα版の
研究開発

 
OGSA先行開発

グリッドミドル
β版の研究
開発、OGSA
標準化・参照
実装開発

要素技術を
ナノサイエンス
研究に適用し

評価

分子研および
7センター等

 
によるα版評価

・グリッドRPCなど

・グリッドRPC
・グリッドMPI
・NAREGI CA
・UNICORE-C

中
間
評
価

・データグリッド追加
・α版限定試用

研究開発

 

評価

 

高度化・強化

 

実証

OGSAベースのさらなる

標準化・参照実装の開発

分子研、7センター等

にβ版を公開し評価

・ペタスケール環境対応研究開発

・データグリッド応用研究開発

・CSI運用対応研究開発

・V1.0によるCSI 運用

・各種VOの構築

実証
評価

実証・評価

OGSAベースでの世界先端標準

に合わせた開発

次世代スーパーコンピュータに向けて

α版

 
OGSAプロトタイプ

β版
（OGSA/WSRF）

β版‐Ⅱ
（OGSA/WSRF）

Version 1.0 Version 2.0

UNICORE-Globus ベース



http://www.naregi.org
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